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脳梗塞患者の眼底所見のうち，細動脈硬化性変化 E 度以上の出現頻度は穿通枝系脳梗塞では60% と
高く，皮質枝系脳梗塞では13% と低かった。特に高血圧症を合併し，しかも擢病期間が 8 年以上の穿









度の高血圧症を合併し 穿通枝系脳梗塞の多くは擢病期間 8 年以上の高血圧症を合併していた。
2. 眼底の細動脈硬化性変化は長期間の高血圧症を共通の因子として 穿通枝系脳梗塞には密接な
関連性をしめしたが皮質枝系脳梗塞には関連性をしめさなかった。
3. 眼底の高血圧性変化は高度高血圧症を共通の因子として穿通枝系脳出血にに関連性をしめした。
以上の結果から眼底検査は脳動脈のうち 穿通枝系動脈の病変を推察するうえで臨床上，有力な手
段であると考える。
論文の審査結果の要旨
脳卒中患者の眼底所見の特徴については従来 一定の結論は得られていなかった。
本研究は脳卒中患者を CT スキャン所見により皮質枝系障害と穿通枝系障害に分類のうえ，各々に
A吐
ついて眼底所見を明らかにし，臨床的に障害脳動脈と眼底所見の関連性を検討したものである。
その結果，眼底の細動脈硬化性変化は穿通枝系脳梗塞に，眼底の高血圧性変化は穿通枝系脳出血に
関連性をしめすことが明らかとなった。
この研究結果は眼底検査が脳動脈のうち 穿通枝系動脈の病変を推察するうえで臨床上有力な手段で
あることを強く示唆するものであり，学位論文に十分値するものと考える。
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